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会   長  柏原佳子 

直前会長  上野恭男 
副 会 長 桑野友子 
書   記  上野恭男 
会   計  羽太英樹 
監   事  五十嵐政二 
連絡主事  三島浩司 
六甲部Ｙサ・ユース主査 上野恭男 
                                       

ＬＴ（Leaderｓｈｉｐ Tｒａｉｎｉｎｇ） 

桑野友子 

「リーダーシップ無くしてリーダーに非ず！クラブ、部、区、あらゆ

る場に機会に学びの場が存在します。その機会を学びと捉え

るか否かがリーダーシップの資質の違いです。全てを有意義に

捉えリーダーシップを身に着けてください。」 

船木順司ワイズリーダーシップ開発委員長（京都トップス）の 

５月強調月間ＬＴのステートメントです。 

ＬＤ委員会と略称されるこの委員会はワイズ運動の理解を通

して、会員自らのリーダーシップをたかめ、自己研鑚や地域社

会に貢献できるよう、会員相互のリーダーシップ開発を目的と

して、この目的を達成するために、①研修事業に係る支援、

②リーダーシップ開発に役立つ会員からの資料の収集、③ワ

イズダム発展に資する研究への支援、④理事より付託された

事項の取り組み、等の事業を推進しています。（ロースターより） 

基本的には中部から九州部までの各部から１名と委員長の

１０名で構成され、参加された方はご存知だと思いますが、毎

年３月に開催される「会長・主査研修会」の準備から運営全

てを任されています。歴代の理事も多くはかってＬＤ委員のメ

ンバーでした。彼等若手が先輩たちのアドバイスを受けながら

アイデアと行動力で新しいワイズを引っ張っていくのは頼もしい

限りです。この中から、近い将来理事が生まれることでしょう。 

私達もそれぞれの場でリーダーシップを発揮しましょう！！ 

４月例会出席表 

第１例会出席者 
メンバー  １４名 
ビジター     名 
ゲスト     １名 
メネット    １名 
コメット      名 
合 計   １７名 

例会出席率 
出席者    １４名 
メイクアップ   １名 
合 計    １５名 
在籍者    １７名 
（内広義会員１名） 
出席率  88.24％ 

ＢＦ切手    

累計  ｇｍ 

 

ニコニコ 

４月  20,900 円 

累計 158,206 円 

主   題 

国際協会会長       Henry J. Grindheim（ノルウェー） 
「ともに、光の中を歩もう」 “Let Us Walk in the Light–Together” 
 

アジア太平洋地域会長  Tung Ming Ｈｓｉａｏ(台湾）  
「ワイズ運動を尊重しよう」    ”Respect Y’s Movement” 
 

西日本区理事        大野 勉（神戸ポートクラブ） 
2022 年に向けて「心身の健康づくりからクラブの健康づくりへ」 
”Healthy mind & healthy body make healthy club” 
 

六甲部部長          杉本隆人（神戸学園都市クラブ） 
｢共感しあい、支えあおう｣ 
Empathy each other, Root Y”s & YMCA 
 

芦屋クラブ会長       柏原佳子 
「賜物にしたがって」   “According to the gift” 

今月の聖句 
見えるものに対する希望は希望ではありません。現に見てい 

るものをだれがなお望むでしょうか。わたしたちは、目に見えな 

いものを望んでいるなら、忍耐して待ち望むのです。   

           ＜ローマの信徒への手紙 ８：２４-２５＞ 

“To acknow ledge  t he  du ty  t ha t  accompan i es  eve ry  r i gh t ”  
A f f i l i a t ed  w i t h  the  I n t e r na t i o na l  Assoc i a t i o n  o f  Y ’s  Men ’s  C ｌｕｂ

ｓ
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Chartered April 11, 1998 

Address ： Keiko Kashihara 4-16-23-402 Motoyama-nakamachi,Higashinada-ku,Kobe  
Mail ： kashihara-k28@kxbiglobe.ne.jp  Tel. 078-431-3511       〒658-0016 Japan   
URL ： http://www.kobeymca.org/kobe_ymca/ys/ashiya.html  

５月第 1 例会 

と き： ２０１８年５月１６日（水) １９：00～２１：00 

ところ： ホテル竹園芦屋              

司会： 菅原 進ワイズ 

受付： 羽太英樹ワイズ・坂東幸子ワイズ 

 

１．開会点鐘  柏原佳子会長 

２．クラブソング斉唱    一同 

３．聖書朗読    羽太英樹ワイズ 

４．ゲスト・ビジター紹介   柏原佳子会長 

５．食前感謝            大岩雅典ワイズ 

６．メンバー’ｓ スピーチ   島田 恒ワイズ 

    「今、私たちは何処にいるのか？」     

７． 第２例会議事録承認   柏原佳子会長 

   事業委員報告   各事業委員 

８．ＹＭＣＡ報告    三島浩司連絡主事 

９．ニコニコ献金報告   島田恒ワイズ 

10．誕生日祝い    柏原佳子会長 

権甲植ワイズ、大澤昌子・菅原順子（メネット） 

11．閉会点鐘    柏原佳子会長 



４月第１例会報告 

日 時： ４月１８日（水）19:00～21:00 

場 所： ホテル竹園芦屋３Ｆ         （敬称略） 

出席者： 柏原佳子会長、五十嵐政二、上野恭男、大岩雅典、

桑野友子、篠坂幸彦、島田 恒、菅原 進、堤 清、 

中山豊美、羽太英樹、坂東幸子、福原吉孝各ワイズ、    

五十嵐かほるメネット、三島浩司次期連絡主事 

ゲストスピーカー： 村上祐亮氏  

          （２０１７年サイクルサッカー日本チャンピオン） 
 
初めて知るサイクルサッカーなので、専用自転車と日本チャン

ピオンのメダルと T シャツ入り額等を持ってきて頂き、実際の競

技の実演もして頂きました。 

競技としては室内競技であ

る、チームはペアーで行う、前

半後半各７分、自転車の車

輪でボールを蹴る、ボールは

ハンドボールの大きさ、足をつ

くと減点、コートは１１×13ｍ、

ゴールは２×２ｍ。大会では

これを数回も戦うというハード

な競 技 サイクルサッカーは、 

・スピードと迫力 ・あうん の呼吸 ・繊細操作と駆け引きが

ある。これに加え、静と動、瞬時の判断力、瞬発力のいる強

靭な筋力でバランスを保ち、自転車と一体感を感じる高度な

テクニックが必要な超ハードな競技です。 本当に迫力のある 

スポーツだと試合を見て感じます。 

村上さんは岡山生まれ、お父様がオートクロス自転車競技な

どをされていて、３歳の頃から自転車

に乗りコースなど行かれていました。子

供の頃に出会った方の影響でボランテ

ィアにも目覚めたということです。剣道・

陸上とされ、関西大学でサイクルサッ

カーに出会い、週一回の練習に魅力

を感じて、これはボランティア活動も出

来ると入部したと笑いながら言っておら

れました。人間性を感じました。 

【競技歴】 

2010/全日本選手権、2011/世界選手権 優勝 

2012/アジア選手権、2015/ジャパンカップ対独 優勝 

2014-2016/日本代表選手で世界選手権出場 

2016/世界選手権 B 優勝、2017/全日本選手権優勝 

【神戸ＹＭＣＡとのつながり】 

現役リーダーとスキーキャンプ交流、余島キャンプ場手伝い、こ

れからのＯＮＥ ＣＡＭＰ。 

日本ではまだマイナーな競技ですが、応援お願いします。キャ

ンプは「人」と「人」のボランティアだけれども、物を通して「人」と

接したいと思ったので今の会社―パシフィックサプライ㈱（医療

器具）に入社。 ボランティア精神旺盛なサイクルサッカーチャ

ンピオンがこんなに近くにおられるなんて、嬉しいことです。 

ハツラツとした感じでお話をして頂きました。皆さま初めて聴く

話に大変嬉しそうにされていました。今度は試合の応援に皆

様行きましょう。村上さま有難うございました。   中山豊美 

「さくら祭り」のスケッチ 

今年も 4 月 7 日・8 日にいつもの【芦屋川さくら祭り】がやって

来た。20 周年を迎えた芦屋クラブの歴史のなかでも 12 年も

継続しているファンド行事【名物・手造りチヂミの店】が例年

通り出店した。でも今年は気まぐれ気候のため「まだ咲くな！

もう少し我慢しろ！」の願いも虚しく当日は桜吹雪すら見られ

ない寒い風、通り雨の【葉ざくら祭り】となってしまった。いつも

ながら早朝から什器備品の配送・設置そして前日から準備さ

れた食材による仕込み等大忙しの担当者の方々本当にご

苦労様！開催時間まで待てない来客から「チヂミまだです

か？」の催促も…。相変わらず【綿菓子】にも子供達の列が

でき YMCA・ユースからの応援隊も大忙し。その横で【ワイン】

のコルクの栓抜きに《にわかソムリエ達》がアレヤコレヤと優れも

の器具を持ち寄り

堅いコルクに四苦

八苦の風景は微

笑ましい限り。【オ

ーダーとレジ】の担

当者はピーク時に

あまりの忙しさのた

め《複数の品数と

金額》が頭の中で

交 錯 しお手 上げ

の状態に……。この気持ち大いに察する。【六甲部の方々】

のいつもながらの来訪この上もなく喜ばしく、とても元気づけら

れた。感謝！。川向いの特設ステージから【カントリーミュージ

ック】が快適なリズムを刻んで流れてきた。《ジヤンバラヤ》《テネ

シー ワルツ》など聞き慣れた名曲に合わせてステップを踏む西

宮クラブのカントリーダンス愛好会の方々の姿も…。注がれた

ワイングラス２杯を御盆にのせ「美味しい赤ワインは如何がで

すか～。」とあ

の方の心地よ

いアルトの美

声がライトブル

ーの波に映え

て い た 。 １ 日

中熱い鉄板と

チヂミ造りと格

闘された経験

豊富な T さん

の奮闘振りにはただひたすら脱帽あるのみ。こうして今年も意

義ある【芦屋川さくら祭り】が無事に終わりを告げ芦屋クラブの

存在を互いに胸を張って少しは自覚できたのでは……。  

                            篠坂幸彦 

「さくら祭り」の物語 

まさに春の気まぐれな天候に振り回されました。思い起こせば

「さくら祭り」の 12 年の間には、このような荒れた天候も少なか

らず、２日間天候に恵まれたのは５～６回くらいだったのではと

記憶します。「桜まつり」の背景にはチャリティランがあります。

私が初めて参加した「しあわせの村」ではお店も仕事もなくた

だ芝生に座る参加のみで故町永メネットさまとバナナの揚げ

物でも出したらどうかなどと相談していた頃です。 

突然、上野ワイズが海外から帰られた夜に「チヂミ」を出そう！

にんじんとニラは買っていくから家庭用コンロと備品を持ってき



てくれませんか！」が、チャリティランの前日でした。芦屋クラブ

がチャリティランに協力しＹＭＣＡから感謝され芦屋クラブが認

められた第 1 歩、あくる年の 4 月に初めて「桜まつり」に参加し

ました。2 年目は、随分北の端に指定されました。人通りもま

ばらなお店の前に上品な老齢の夫人が歩み寄られ、私を見

つめながら「きれいな服を着ているのに・・」と気の毒そうに言わ

れたことがあります。何か勘違いされたようです♪。次の年には

とんでもない大雨が吹き込み、持ち寄りのコンロすべてがダメに

なり、残った 4 名で濡れたコインを数えたことも切なくも懐かしく

思い出されます。他クラブのメンンバーから鉄板貸し出しの協

力申し出がありその後、新しい鉄板が芦屋クラブの備品として

今年も活躍いたしました。ＤＢＣ熊本みなみクラブを表敬訪

問した折に、形の揃わないニンジンをメンバーから郵送頂き、

柏原宅にマイ包丁を持ち寄り、単純作業をクラシックを聴きな

がらこなし、試食会をしたことも 3 年ほど続いたでしょうか？ 

最近は各自が切ったものを持ち寄り合理的になっています。

昨年からワインを取り入れ新たな役割に頑張ってくださるメン

バー、ＹＭＣＡ連絡主事とユースリーダーが綿菓子を子供たち

に楽しそうに手渡ししている姿、みどり福祉作業所からもこの

チヂミを楽しみに訪ねてくださいます。元メンバーやメネット、友

人、家族、お仲間もワイン片手に話が弾みます。忙しい作業

の中で笑顔が広がり、寄付だけではない働くボランティアも素

敵だと思える 2 日間です。 

見事な連携プレイで後片付けを終え、予約された店での打ち

上げ会は長く続けられています。大いに語り、飲み、食するひ

と時、そんな時、私たちは若くて元気だと感じます。 

さて、準備から片づけまで一部のメンバーにロードがかかってい

ることも事実です。芦屋クラブの皆様は、もう少し、頑張れそう

ですか？頑張れると思われますか？ 

気づかれましたか？すっかり葉桜になった桜が、夕闇の中でラ

イトアップされ花が咲いたように浮かび上がった情景を。 

柏原佳子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「みんながつながる」 ＹＭＣＡデー 

ＹＭＣＡが “東日本大震災/熊本大震災被害者１００名

を阪神タイガースの試合に招待したい！” という粋なプラ

ンにワイズメンズクラブも協力した。一口４，０００円のチャリ

ティに芦屋クラブとして２０口協力した。４月１４日のヤクル

ト戦のチケット２０枚が希望者に配布され、「十分楽しんで

いただけた方はニコニコ献金で答えてください」と観戦者にお

願いした。 ＹＭＣＡの新キャッチフレーズ “みつかる。つな

がる。よくなっていく。“ の実践キャンペーンだった。 満員の

甲子園球場、当日の天気はあいにくの下り坂・・・途中か

らは雨になってしまった。その上、阪神は惨敗・・・それでも

阪神ファンなのである。一塁側アルプス席には六甲部のワ

イズの面々が一緒にな

って応援した。私は昔か

らの大のトラ・ファンであ

る。長らくタイ国に駐在

したが、１９８５年吉田

監督の時と、２００３年

星野監督の時のリーグ

優勝をバンコクで祝杯を

挙げた。写真は２００３

年「タイ国猛虎会」の祝賀会で、本物のトラとのトゥーショッ

トである。                     羽太英樹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神戸ポートクラブ３０周年 被災地復興支援チャリティーコンサート ＆ 記念例会に出席して 
大変に長い題の３０周年記念例会に４月２８日グリーンヒルホテル神戸に出席致しました。第一部コンサートは神戸 YMCA 混

成合唱団 くさぶえ 指揮 阿部 望 そして つづいて フルート 吉岡 美恵子 ハープ 野田 千晶 DUO という豪華な

取り合わせでありました。しかし今回は２部の、式典懇親会からの参加も可能だったので、２部から参加致しましたが、帰宅

後、フェイスブックで素晴らしいコンサートの抜粋を確認できました。ポートクラブ生みの親、石坂兄が熱心に活動されておられた

コーラス、くさぶえをパスした事を怒られつつも、よく来てくれたとメンが天国から言って戴けたのではないか？と、思っております。司

会も水野元総主事と言う豪華版で始まり、鈴木誠也メンが当日体調不良で急遽欠席ですが、本人はいたって元気、の最初

の発言に何故か全員大爆笑！、つづいて、メンバー井上総主事の挨拶、メンバー西日本区理事大野メン挨拶、という、ポー

トメンバーの豪華リレーで、内容もとても簡潔で好感が持てました。大野メンが神戸震災のメッセージの時、メンが奉職しておら

れた、長田、長楽小学校で一緒に炊き出しをした事、そして未だに街の外観は豪華に戻っても、全てが解決された訳では無い

とのことを再度感じました。懇親会は杉本部長の乾杯後、大盛り上がりで盛会の内にあっという間に閉会点鐘となりました。今

回のポート３０周年は内容もすっきり！お料理も最高、会費も大変努力がみられる素晴らしい式典でありました事お伝えいた

します。                                                               菅原 進 

第 20 回キリスト教講座「箴言」 
連載中のキリスト教講座は今回紙面の都合上、掲載

することが出来ませんでした。楽しみにされている皆様に

は申し訳ありませんが、次号に掲載しますのでお待ちく

ださい。                     編集委員  



2018 年４月第２例会議事録（抄） 

場所： 芦屋市民センター204 号室 

日時： ４月２５日（水）  ブリテン編集会議：18 時～ 

第２例会： 18 時 30 分～20 時          （敬称略） 

出席： 五十嵐、上野、大岩、柏原、桑野、篠坂、島田、

菅原、中山、羽太、坂東、各ワイズ、五十嵐メネット、

三島連絡主事 

議事・報告 

◇第１例会の予定 

・６月 20 日（水）淀川キリスト病院ウィリアム理事長夫妻の  

「ミヤンマー医療プロジェクト」を予定 

・７月 18 日（水）未定 

◇報告 

・西日本区大会スタッフ、ポロシャツ配布 

・4 月 14 日（土）「ＹＭＣＡデー」 本文参照 

・桜まつりは天候、さくらの開花、に左右されるので、今後

のことをまた、話し合うことにする。 本文参照 

◇３月会計報告が羽太英樹会計よりあり、承認される 

今後の予定 

◇西日本区大会： ６月９、10（土・日） 

・大会参加者： 五十嵐、上野、柏原、桑野、島田、堤、

羽太、菅原、中山、坂東、福原（各ワイズ）五十嵐メネット 

・前夜祭： ６/８（金）  神戸北野ガーデン 

・西日本区理事杯ゴルフコンペ： ６/８（金） 

参加者：上野、柏原、桑野、島田、福原、五十嵐かほる  

スタッフ： 篠坂、坂東は表彰式まで  

・ゴルフの表彰式が芦屋カンツリーに変更の為、前夜祭出 

席者の取り消し 

・熊本クラブＤＢＣ交流をフェロシップﾟアワー（会費 3,000 円） 

の場に於いて行う 

◇4 月 28 日（土）神戸ポートクラブ 30 周年  本文参照 

参加者：柏原、上野、桑野、菅原、羽太、五十嵐かほる     

◇5 月 12 日（土）西宮クラブ 70 周年記念例会 

ホテルヒューイット甲子園、参加者： 柏原、上野、桑野、

篠坂、菅原、中山、坂東、五十嵐かほる 

◇5 月 14 日（月）六甲部次期引き継ぎ会が神戸 YMCA で  

あり、桑野次期会長、柏原次期ＥＭＣ主査、上野Ｙサ主

査が出席 

◇ＹＭＣＡチャリティゴルフコンペ 5/23（水） 千刈 CC 

参加者： 島田、柏原   

◇六甲部提出事項 2 件 

・故、田舎庸男ワイズのメモリアルアワー写真、コメント提出済 

・西日本区大会での部長報告用の芦屋クラブ活動報告、 

写真と原稿提出済み 

◇5 月「余島へのお誘い」は 6 月以降に延期する。       

◇六甲部評議会に於ける議事について 

◇事務手続  

・権 甲稙ワイズの広義会員申請手続き  

・ロースターの確認： 次期桑野会長が担当  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

◇2018 年度スタート 

神戸 YMCA では 2018 年度の新たな歩みが始まっていま

す。それぞれの場所で希望と夢を持って歩んでいただけるこ

とを祈りたいと思います。今年度も変わらぬご支援、ご協力

を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

◇神戸 YMCA 創立記念日礼拝 

日 時： 5 月 8 日（火）18：30～20：00 

場 所： 神戸 YMCA 三宮会館チャペル 

メッセージ： 「港町神戸と YMCA の使命」 

        中村豊先生（松蔭女子学院理事長） 

*********************************************** 

今後の予定 
・５月 12 日（土）西宮、広島、近江八幡７０周年記念例会 

Ｈ・ヒューイット甲子園 11 時 30 分～＠10,000 円 

・５月 14 日（月）六甲部引継ぎ会）18:30～20:30  

神戸 YMCA 三宮会館  

・５月 23 日（水）ＹＭＣＡチャリティゴルフ 千刈ＣＣ 

・６月８日（金）西日本区大会ゴルフ大会 芦屋カンツリー

倶楽部 

・６月８日（金）西日本区大会前夜祭 18：30 

・６月９日（土）西日本区大会 13 時～ 

・６月 10 日（日）西日本区大会 閉会式 

・７月７日（土）大田部長期役員会 

・８月９日（木）～１２ 日（日）国際大会 韓国 （麗水） 

ＹＭＣＡニュース 

ご挨拶 
神戸 YMCA 三島 浩司 

この度、芦屋クラブの連絡主事を仰せつかりました三島

浩司（みしまこうじ）と申します。よろしくお願いいたします。 

私と YMCA の出会いは 40 数年前に旧西神戸 YMCA

の予備校高校生科に通い始めたときでした。当時の館

長をはじめ、職員の皆さん、ユースリーダーの皆さん等々

から様々なお支えをいただきました。そのお支えへの感謝

の気持から始めたユースリーダー活動から YMCA スタッフ

へ。大学卒業後の 3 年間は公立の野外活動施設でお

世話になりましたが、何か自分の中で物足りなさを感じ、

YMCA に戻ることを望み、その望みをかなえていただき今

日に至っています。その物足りなさの一つは、旧西神戸

YMCA でのユースリーダー時代に感じた「YMCA を支える

人々」の存在でした。地域の自治会、保育園の保護

者、YMCA の会員の方々、そして、ワイズメンズクラブの

皆さん。実の多くの人々の支えによって成り立っている

YMCA。自分自身もそうでしたが、YMCA に支えられた

人々がいつしか YMCA を支えるものとなり、その YMCA が

また誰かを支える。このサイクルが公立の野外活動施設

ではなかなか実感することができませんでした。（辛抱が

足りなかったのかもしれませんが。）ワイズメンズクラブにも

「支えられる側」から「支える側」にという方がたくさんいらっ

しゃいます。これから芦屋ワイズメンズクラブの皆様とこのつ

ながりをさらに拡げていけるように、微力な私ですがご一

緒させていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。 

編集後記： ◇青葉若葉の季節です。気持ちよく身体を動

かし心身ともに健康な毎日を過ごしたいものですね。◇今期

締め括りの西日本区大会、実行委員会は頑張っています。

メンバー全員で成功に導きましょう。        桑野友子 


